
〒441-3502

愛知県田原市赤羽根町諏訪4番地1

　 TEL：〈0531〉-45-4092

【電照菊に照らされた田原市の夜景】

　

HP：http://www.ja-aichiminami.or.jp/

ＪＡ愛知みなみ花き販売課

FAX：〈0531〉-45-5355

平成２８年度

そ
の
部
分
を
少
し
で
も
改
善
す

る
た
め
に
活
動
を
部
門
分
け

し
、

生
産
性
・
品
質
向
上
に
向

け
た
活
動
を
栽
培
委
員
を
中
心

に
行
い
、

商
品
を
届
け
る
だ
け

で
な
く
、

使
い
終
わ
る
ま
で
を

商
品
と
し
て
位
置
づ
け
て
活
動

を
行
う
販
売
委
員
に
て
取
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
、

販
売
の
中
心
と
な
っ

て

い
る
年
間
予
約
相
対
取
引
（

以

後
、

予
対
）

は
全
体
出
荷
量
の

約
４
０
％
で
価
格
の
決
ま
っ

た

取
引
、

相
対
取
引
を
含
め
る
と

約
８
０
％
と
な
り
ま
す
。

年
間

で
使
用
し
て
頂
く
お
客
様
を
第

一
に
と
目
標
を
置
き
物
日
（

旧

盆
、

彼
岸
、

年
末
）

に
優
先
し

て
商
品
を
届
け
る
【

予
対
者
メ

リ
ッ

ト
】

を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。

　
輪
菊
部
会
で
は
新
し
い
部

門
へ
の
販
売
も
進
め
て
い
ま

す
。

輪
菊
の
イ
メ
ー

ジ
は
仏

花
が
強
く
連
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
の
花
持
ち
の
良
さ

と
美
し
い
純
白
を
強
く
全
面

に
出
し
、

新
し
い
商
品
「

フ

ル
ブ
ル
ー

ム
マ
ム
」

を
ブ
ラ

イ
ダ
ル
商
材
と
し
て
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

他
に
も
子
供

か
ら
大
人
ま
で
花
を
身
近
に

感
じ
れ
る
よ
う
に
動
物
や

キ
ャ

ラ
ク
タ
ー

を
模
し
た

「

キ
ャ

ラ
マ
ム
」

等
を
作
成

し
幅
広
い
販
売
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
輪
菊
部
会
は
総
会
員
数
8
2
3

名
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
部
会
と

な
り
ま
す
。

 
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
が
目
的
と

方
向
性
を
掲
げ
た
中
で
一
致
団
結

し
お
客
様
の
顧
客
満
足
度
ア
ッ

プ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
輪
菊
部
会
は
作
付
け
延
べ
面
積

７
３
７
ｈ
ａ
、

年
間
出
荷
本
数
約

２
億
５
千
８
百
万
本
を
出
荷
す
る

日
本
一
の
輪
菊
産
地
で
す
。

　
輪
菊
の
使
用
を
主
と
し
た
葬
儀

業
者
か
ら
小
売
り
店
ま
で
幅
広
い

お
客
様
へ
高
品
質
な
商
品
を
安
定

的
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た

め
に
日
々
栽
培
技
術
の
向
上
や
出

荷
計
画
の
精
度
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
生
産
物
で
あ
る

以
上
、

天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く

思
う
よ
う
に
安
定
供
給
で
き
な
い

時
期
も
あ
り
試
行
錯
誤
が
付
き
物

と
な
っ

て
い
ま
す
。

【中部国際空港にて消費宣伝活動】

【
目
や
耳
を
付
け
動
物
を
模
し
た

、
子
供
に
大

人
気
キ

ャ
ラ
マ
ム

】

　
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
輪
菊
部
会
青
年
部
に
よ
る

「
重
陽
の
節
句

」

（
9
月
9
日

）
に
向
け
た
消
費
宣
伝
活
動
を
実
施

。

「
重
陽
の
節

句

」
と
は
旧
暦
で
は
菊
が
咲
く
季
節
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
菊
の
節

句

」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り

、
昔
は
邪
気
を
払
い
長
寿
を
願

っ
て

、
菊

の
花
を
飾
る
習
慣
が
あ

っ
た

。
　

「
重
陽
の
節
句

」
を
消
費
者
に
認

知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

、
愛
知
県
は
輪
菊
の
生
産
が
全
国
1
位

で
あ
る
こ
と
や
輪
菊
の
良
さ
を
県
内
外
の
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ

し
た
。

　
電
照
菊
栽
培
と
は
、

菊
の
日
照
時
間
が
短
く
な
る

と
花
芽
を
作
り
、

花
を
咲
か
せ
る
短
日
植
物
の
性
質

利
用
し
た
栽
培
方
法
で
す
。

　
花
芽
が
で
き
る
前
の
段
階
で
夜
間
に
電
照
し
て
、

植
物
に
昼
の
時
間
を
長
く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
花
の

開
花
を
遅
ら
せ
、

出
荷
時
期
の
調
整
、

茎
の
長
さ
の

調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
電
照
と
は
逆
に
光
を
遮
る

(

遮
光
）

技
術
を

組
み
合
わ
せ
て
一
年
中
菊
を
出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
、

田
原
市
全
国
N
o
.
１
の
出
荷
量
を
誇
る
菊
の

大
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

古来から日本の風土にあった花であるため他の花と比べても長持ち
します。

花の変化を楽しみたい方は次の方法を試してみてください。

☆水に浸かる部分の葉は最初に取り除いてください。

☆水の中で根元より５cm程度手で折ってください。

（繊維がささくれていても大丈夫。それだけ水に接する部分が

増えて吸収水力が高くなります。）

☆花器の水を清潔に保つため、こまめに水替えを行ってください。

☆水替えの時根元を少し切り戻すと長持ちします。

☆直射日光や風のあたる場所に飾るのはさけてください。

日本では一般的に菊、海外ではマムと呼ばれています。

菊は古来より不老長寿の神秘な力を持ち、高貴な姿と芳香

を発して「百草王」と呼ばれ、日本では国花、皇室の紋章され

大変貴重なものだったと言われていますが、昨今では葬儀のイ

メージからか一般に菊を飾ることは敬遠されがちです。しかし葬

儀とは亡くなった方を敬い、お別れをする場、そこで飾られる花

が縁起の悪い物であるはずないのです。物事の本質を知り、理

解することで菊もまた違うイメージを持つのではないのでしょうか。

〈花言葉〉

「高貴」 「高潔」 「清浄」 「真の愛」

（白）「誠実」「真実」 （紅色）「愛情」 （黄）「高潔」

〈葬儀に限らずなぜ菊が供花として多くの場面で使われるのか〉

年間通して安定的に物が確保でき、また他の花と比べ花が

長持ちし、枯れる時に花びらや花粉が落ちにくく周囲を汚さない

こと、菊の花言葉や、菊の歴史的背景といった点に起因する。

全
国
三
分
の
一
の
シ
ェ
ア
率

電照菊栽培を知る

「
青
年
部
に
よ
る
消
費
宣
伝
活
動
」

輪
菊
を
使
っ
た

ブ
ラ
イ
ダ
ル
を
提
案

〈菊の需要期〉

〇お彼岸（3月、9月） 春分、秋分の日を中央にはさむ7

日間。初日を彼岸入り、春分、秋分を

彼岸の中日、 終日を彼岸明けと言い、
中日は先祖に感謝し供養する日とさ

れている。

〇母の日参り（5月） 「母の日」は本来亡くなった母を偲

ぶ気持ちか始まったことから、現在で
も「母の日」にお墓参りに行かれる方
が多い。

〇お盆（7月、8月） 先祖や亡くなった方を祀る行事。

年間通して最も菊が使われる時期。

〇重陽の節句（9月） 五節句の一つ「菊の節句」とも呼

ばれ不老長寿や健康を祈願する行事。

〇年末年始（1月、12月） 松、竹、梅、蘭と並び縁起が良い

花とされ正月飾り等に取り入れられる。


